
インクルーシブ教育システム構築 
『共に学ぶ』教育スタートモデル（試案） 
宮城県における「インクルーシブ教育システム構築・ 

『共に学ぶ』教育スタートモデル（試案）」の作成について 

1. 「共に学ぶ」教育推進 担当者・担当分掌を決めます。
2. 取り組む内容を話し合い、欄に書き込みます。

（例：ユニバーサルデザインによる授業づくり研修会）
3. 取組内容毎に、現在の取組状況を◎、○などで記入します。
4. 取組１年後にどのような構築具合かを記入します。

特徴

インクルーシブ教育システム構築『共に学ぶ』教育スタートモデル（試案）は、小学校の通常の学

級において、インクルーシブ教育システム構築を目指す取組を始めるに当たり、何から始めたら良

いかを示す目的で作られています。

取り組み内容へ意識すべき観点を５つ挙げ、それぞれ観点から取組内容を評価する事で、小学

校でのインクルーシブ教育システムの構築に取り掛かりやすくなります。

活用していただきたい方

・ 小学校・中学校の管理職の先生

• 特別支援教育コーディネーターの先生

・ 交流先の通常の学級の先生

研究成果の活用

取組内容で意識すべ
き観点が５つに精選さ
れていることで、取組
で留意すべき点が明
確になり、取り掛かりや
すくなります。また、観
点は評価観点ともなり
ますので、取組の状況
の評価が明確になりま
す。



１．体制整備 ： (1 -1)校内の支援に係る体制整備

４．指導体制 ： (4 -1)指導体制の整備・充実

７．研 修 ： (7 -1)校内における専門性の向上のための取組

本研究は、小学校で、インクルーシブ教育システム構築を目指す取組を始めるためにどのよう
に取り掛かれば良いかを提案することを目的に行われました。研究では、以下を行っています。
• 小学校への訪問による効果的な取組内容の収集
• 取組内容一覧の作成：収集した取組内容を考察し、取り組むべき内容を整理
• 教員のインクルーシブ教育システム構築に対する意識調査
• 「インクルーシブ教育システム構築・『共に学ぶ』教育スタートモデル（試案）」を構想し、リーフ

レットを作成

*インクルーシブ教育システム構築の観点は、国立特別支援教育総合研究所横断的研究「我が国におけるインク
ルーシブ教育システムの構築に関する総合的研究」で検討したインクルＣＯＭＰＡＳＳの観点を規準にしています。

研究の内容と主な成果

インクルーシブ教育システム構築との関連性

詳しい内容
は報告書を
ご覧下さい

「『共に学ぶ』教育を推進するための取組内容一覧

スタートモデル（試
案）を記入する際に、
取組内容一覧を参考
にして、学校に必要
な取組内容を考える
と、話し合いが円滑
に進められます。
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